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研究成果の概要（和文）： 
(1)幼児期の知的障害児の健康問題は、「持病の問題」や「心理的問題」が 7 割

以上を占め、肥満問題はまだ顕在化していないことが明らかになった。  
(2)特別支援学校と特別支援学級での知的障害児の健康問題は、「肥満」と「や

せ」と違うことから、就学先により肥満改善および肥満予防と指導内容の変更

の必要性が明らかになった。しかし、肥満指導時に養護教諭が「保護者が問題

に対処できない」ことや「児童への教育が行い難い」と感じていたことから、

保護者への教育や知的障害児への対応など専門家の不足が明らかになった。  
(3) 児童デイサービスでの肥満指導では、今まで指導を受けた保護者は 1 割程  
度であり、今回指導を受けることで、児童の問題点を認識することが、児童の  
肥満予防や改善につながる契機となったことが立証された。また、日常の身体  
活動量が、定型発達児の運動量の 3 分の１程度であり、夏季休暇中に著しく身  
体活動量が低下する傾向が見られた。  
 
研究成果の概要（英文）：(1) Among the health problem of intellectual disability  
Children in the early childhood was the chronic disease and psychological disease, of 
each was 70 percent or more. Evidently, the obesity problem had not yet become 
tangible. 
(2)Since the health problem of special school and special classes were “obesity” and  
“getting thin”, it is necessary to change the contents of the health education, as far as 
school guidance towards obesity goes. However, during obesity guidance, the teacher 
for handicapped of special school and special classes felt that “The guardian is unable 
to deal with the problem”, and “It is not easy to teach the child”. This means there is 
clear lack of Specialist. 
(3)Guardians who have so far received obesity guidance from the child day-care were 
about 10 percent. It has been proved that, receiving new guidance; they recognized 
children’s problems and thereby improved their skills in children’s obesity education. 
Moreover, physical activity during the daytime is about one third of that of 
regularly-developed children, with a marked tendency to decrease during summer 
vacation. 
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１．研究開始当初の背景  
知的障害児の肥満実態や肥満と

生活習慣との関連について先行研
究は少なく対策には至っていない。
中・重度の知的障害児の肥満実態調
査において、年齢の上昇と共に定型
発達児より肥満児の割合が増加し、
学童後期において高度肥満をきた
していることが立証されたところ
である。肥満の関連要因としては、
学童後期の運動不足やストレス発
散行動の１つとしての過食など定
型発達児と同様であった。  
また、当該研究者の平成 15 年から 17 年

度の学童期の肥満実態調査結果に
おいても、年齢の上昇と共に定型発
達児より肥満児の割合が高く、女児
では学童前期より肥満傾向をきた
し、男児では学童後期に高度肥満を
示すことが立証された。  

肥満指導への取り組みは医療機
関を中心に個別指導の効果が現れ
始めたところである。当該研究者の
結果からも知的障害児への介入は
知的障害の程度やコミュニケーシ
ョンの要因はもとより、障害特有の
行動への対応の重要性が明らかに
なった。知的障害児の行動変容困難
さからも幼児期からの肥満予防お
よび改善プログラムの必要性が示
唆されたところである。   

 
２．研究の目的  
 軽度知的障害を含む知的障害児を
対象とする幼児期および学童期の肥
満指導実態を把握することと、幼児期
の知的障害児の保護者を対象とした
健康的生活習慣獲得教育の実施評価
を行うことから、幼児期および学童期

の知的障害児の肥満予防プログラム
ガイドラインの展開に繋げることを
目的とした。  
 
３．研究の方法  
 (1) 平成 19 年９～11 月に全国の知

的 障 害 児 通 園 施 設 の 健 康 管 理 者 を
対象に、郵送法にて知的障害児の肥
満 指 導 実 態 に つ い て 自 己 記 入 式 ア
ンケート調査を実施した。回収率は
54.6％（131 人）であった。  

  
(2)全国の特別支援学校小学部およ
び 近 畿 地 区 小 学 校 の 養 護 教 諭 を 対
象に、郵送法にて知的障害児の肥満
指導実態について、自己記入式アン
ケート調査を行った。それぞれ回収
率は 51.9％（222 人）と 37.6％（127
人）であった。  

  
 (3)  近畿地区 A 市における学童期の

知 的 障 害 児 児 童 デ イ サ ー ビ ス 参 加
児の保護者を対象に、知的障害児の
日 常 身 体 活 動 量 実 態 調 査 を 実 施 す
ると共に、生活習慣改善個別指導を
行った。  

 
 (4) 近畿 2 府 2 県下の学童期の知的

障害児通園施設の保護者を対象に、
健康的生活習慣獲得教育を実施し、
教 育 前 後 比 較 お よ び コ ン ト ロ ー ル
群 と の 比 較 に よ り 教 育 効 果 を 分 析
する。  

 
４．研究成果 
 (1) 健康管理者はクラス担任が4～6
割と最も多く、看護師などの医療職の
割合は低かった。施設定員数が 30人未
満の規模の施設が半数を占めていた



が、施設の規模による医療職の配置数
に差は見られず、医療職との連携を踏
まえた健康管理者への肥満予防意識
の向上の必要性が示唆された (図 1)。  
 また、健康管理者が日頃よく遭遇す
る健康問題として、「持病の問題」や
「心理問題」が 7 割以上を占めていた。
「肥満」は 3 割で、肥満指導の実施は
その半数であったことから、幼児期で
は肥満が顕在化していないことが明
らかになった（図 2）。 

肥満指導の内容としては、肥満の原
因やリスクと栄養摂取量について行
っているところが半数を占め、運動消
費量や運動関連因子などに関する指
導は2割に満たなかった。 
 小規模：定員 30 人未満 
 大規模：定員 30 人以上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図 1 規模別職種別平均職員数 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図 2 日頃よく遭遇する健康問題 
  
(2)養護教諭が日頃良く遭遇する健康
問題は、それぞれ「肥満」と「やせ」
が最も多く、次いで「持病の問題」と
「学習問題」であった。日頃直面して
いる健康問題の違いから、特別支援学
級 での 知的 障害 児へ の肥 満指 導実施
率が低いことが明らかになった（表 1）。  
肥満指導内容では、特別支援学校、 

特別支援学級とも肥満原因やリスク
についての指導は高率に実施されて
おり、心理的因子も半数が実施されて

いたが、運動関連因子や消費量につい
て実施されていたのは３割以下であ
った。 
肥満指導時の問題として、特別支援 
学校も特別支援学級共、保護者が問題
に対処できないことや児童への教育
の行い難さを感じており、保護者への
教育指導と知的障害児への対処方法
などについて専門家の不足を感じて
いた（表2）。 

 
表 1．日頃よく遭遇する問題  
＊＊＊p＜0.001 

 
表 2．肥満指導時の問題 

 

 
 
(3)  平成 19年度より児童デイサービ  
スの利用者（知的障害児 7 歳～ 11 歳） 
を対象に、生活習慣実態調査および保  
護者へ生活・食事指導を実施した。  
 結果、半数の児童に肥満傾向が見ら  
れ、運動に関心のある児童は半数であ  
ったにも拘わらず、児童デイサービス  
以外に放課後の余暇活動を過ごす場  
所が無く、保護者も困っていたことが  
明らかになった。食生活については不  

  
特 別 支 援

学 級

特 別 支 援

学 校
全 数    

n=189 n=52 n=241
肥 満 指 導 内 容 が わ か

ら な い  11 .6  1 .9  9 .5  *  

知 的 障 害 児 の 把 握 が

十 分 で きな い
9 .0  9 .6  9 .1    

児 童 へ の 教 育 が 行 い

に く い
51 .9  34 .6  48 .2  *  

保 護 者 が 問 題 を 理 解

で き な い
45  15 .4  38 .6  ***

保 護 者 が 問 題 に 対 処

で き な い
65 .6  32 .7  58 .5  ***

指 導 す る 亜 職 員 が 足

り な い
9 .5  7 .7  9 .1    

専 門 家 がい ない 18 .0 3 .8 14 .9 *
そ の 他 16 .9 9 .6 15 .4

  特 別 支
援 学 校  

特 別 支 援
学 級  全 数   

  n=209 n=89 n=298   

やせ  7.7 35.4 17.8 ***

肥満  93.2 7.1 61.9 ***

持病の問題 91.4 0 58.2   

虚弱  18.5 0 11.7   

心理問題 73.0 0 46.4   
虐待  1.4 19.7 8 ***
学習問題（ 不 登 校、
集 中 で きな い等 ）  6.8 24.4 13.2 ***

その他  9.9 0 6.3   
肥満指導実施 86.3 41.3 69.9 ***
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安を持っていたが、今まで指導を受け  
た保護者は 1 割程度であり、今回指導  
を受けることで、児童の問題点を保護  
者が認識することが、児童の肥満予防  
および改善につながる生活習慣を身  
につける契機となったことが立証さ  
れた。  
 また、ライフコーダープラス（スズ  
ケン）を活用した日常の身体活動量の  
測定を開始したが、日常の身体活動量  
が定型発達児の運動量の 3 分の１程  
度であること、夏季休暇中に著しく身  
体活動量が低下する傾向が見られ、デ  
ータ集積継続中である。 
 
 (4) 平成 21 年 6 月末より 12 月上旬 
に、近畿圏下 2 府 2 県の知的障害児通 
園施設に通園する保護者 57 人を対象 
に健康的生活習慣獲得教育を実施し 
た。同時に、教育効果を見るためにコ 
ントロール群 76 人に自己記入式質問 
紙調査を実施した。以下研究プロトコ 
ールである。 
 
介入群 
 
 
 
  

 
 
 
 

 
コントロール群 
 

 
 
 
 
 

 

 

1.教室内容： 

1回目―子どもの成長・発達と生活

習慣についての講話および個別相

談  
2回目―子どもの栄養・食行動と児

の特性とその対処スキルについて

の講話および個別相談  
2.調査項目：対象者の背景、身体指標

（身長、体重）日常生活リズム（起

床・就寝時間、運動時間・内容、食

行動など）、自己効力感、行動変容ス

テージ、教育終了時の行動目標であ

る。  
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